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８４蚤白質核酸酵索ＶｏＬ３６ＮＱ１４（1991）

<つかの魚類の細胞について，その特性を解説していた究とはまた異なった新分野が展開されることが期待され

たいた。これらの細胞を用いて，哺乳類細胞を用いた研る。

サケＳＥ 囮哺乳類以外の有用細胞（１）魚類細胞囮

吉水守（北海道大学水産学部）

【起源】サケ（０打COγhwzc”ｓルetのの胚体から日本

大学の渡辺ら')によって樹立された。

［性質・特徴】

形態当初，一部に上皮細胞が混じっていたが，現在

は繊維芽細胞の承で織成されている。

染色体構成染色体数は５３から７９の範囲で測定さ

れ，モードは６２にあった。サケの染色体数（２〃＝74）

に比べ，やや減少している。しかし－部の細胞は１１５か

ら１２５の染色体を有し（＝４１２－α)，継代により染色体

数の墹加が認められている。

【培養方法】

培養液１０％ウシ胎児血清を含むイーグルＭＥＭ

(minimumesscntialmcdium）を用いる。炭酸ガス恒

温器を使用しないときはＴｒｉｓ綾iilii液を加える。緩衝液

はHepesよりＴｒｉｓのほうがよい。ライポビヅツの

Ｌ-15培地を使用してもよい。

増殖動態発育温度範囲1点４°Ｃから２５°Ｃであり，至

適発育温度ば２０°Ｃである。１５°Ｃあるいは２０℃で．１．５

～2.0×105個細胞/ｍノで培養すると５日から７日で飽

和密度になる。フラスコを用い上記濃度で細胞を培養し

た場合，１５°Ｃで約１カ月程度は生存が可能である。

培養の注意点継代の際，細胞を５～７倍lこ希釈する

と上記の濃度になる。保存株は１５°Ｃで培礎し，約１カ

月ごとに継代している。炭酸ガス恒温器は通常使用して

いない。凍結保存は１０％の割合にＤＭＳＯを加えたウ

シ胎児血清に１５ｃｃ培獲７日目の細胞を約１０`個/ｍｊに

懸濁し，－１°Ｃ/分程度の温度勾配で-80℃まで下げ，

その後，液体窒素中に保存している2,3)゜10％ＤＭＳＯを

添加したMEMLoTrisでもほぼ同様の結果が得られて

いる。

【研究応用】

筆者らは魚類病原ウイルスの研究に魚類培養細胞を使

用している。筆者らが樹立した細胞を含め，現在４０種

類以上の細胞を継代培養している4)。魚類病原ウイルス

１１種を対象に，これら魚類由来細胞のウイルス感受性

およびこれらの細胞でのウイルス増殖量を検討した結果

では，このＳＥ細胞が最も広いウイルス感受性をもち，

代表的な魚類病原ウイルスであるサケ科魚類の伝染性膵

臓壊死症ウイルス（IＰＮＶ)5)をはじめ，伝染性造血器壊

死症ウイルス（ＩＨＮＶ)5)，サケ科魚類のへルペスウイル

スであるＯ卸ＣＯγｈｊｗｃｈｗｓ籾αso〃ウイルス6)やＨｂ"eS‐

２Ｗ郡ｓｓｎｎ"o"js7)の培養にも適した細胞である`)。なお，

魚顛培養細胞およびそのウイルス感受性に関してば筆者

らの報告4)の催か，ＷｏｌｆとＭａｎｎの総説B)に詳しく述

べられている。
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哺乳類以外の有用細胞（１）魚類細胞

付表１．鐘者らの研究室で継代保存中の細胞（担当：吉水守）

8５

起源と性質 培養条件
細胞名 研究応用（ウイルス感受性b)） 文献

魚種 細胞形態培地圏）培誕温度

ＡＦ－２９

ＡＳ－６

ＡＳＥ

ＢＢ

ＢＦ－２

ＣＣＯ

ＣＨＨ－１

ＣＨＳＥ－２１４

ＥＫ－１

ＥＯ－２

ＥＰＣ

ＥＰＧ

ＦＨＭ

ＦＲＦ

ＧＳＥ

ＨＦ－１

ＪＳＫＧ

ＫＯ－６

ＫＲＥ

ＫＲＥ－２

ＭＳＥ

ＰＡＳ

ＰＦ

ＲＦ－１

ＲＴＥ

ＲＴＥ－２

ＲＴＨ

ＲＴＧ－２

ＲＴＴ

ＳＢＫ

ＳＥ

ＳＥＨ

ＳＥＴ

ＳＦ－２

ＳＨＨ

ＳＴＥ－１３７

ＷＦ－１

ＷＦ－２

ＷＳＦ

ＹＮＫ

繊維芽細胞

繊維芽細胞

上皮細胞

繊維芽細胞

繊維芽細胞

上皮細胞

上皮細胞

上皮細胞

繊維芽細胞

繊維芽細胞

上皮細胞

上皮細胞

上皮細胞

繊維芽細胞

上皮細胞

繊維芽細胞

上皮細胞

上皮細胞

上皮細胞

上皮細胞

上皮細胞

上皮細胞

上皮細胞

繊維芽細胞

上皮細胞

上皮細胞

上皮細抱

繊維芽細胞

繊維芽細胞

繊維芽細胞

繊維芽細胞

上皮細胞

上皮細胞

繊維芽細胞

上皮細胞

繊維芽細胞

繊維芽細胞

上皮細砲

上皮細胞

繊維芽細胞

アユ

大西洋-ﾘｰｹ

大西洋サケ

プラウンプルヘッド

プルーギル

アメリカナマズ

ーナケ

マスノスケ

ウナギ

ウナギ

コイ

金魚

ファヅトヘッドミノー

キツネメパル

ーノシ戸

ヒラメ

シマアジ

ヒメマス

クエ

クエ

サ今クラマス

カンパチ

ワカサギ

ク戸ソイ

ニジマス

ニジマス

ニジマス

ニジマス

ニジマス

マダイ

サケ

サケ

サケ

チカ

キノポリウオ

スチールヘヅドトラウト

ワカサギ

ワカサギ

チコウザメ

サクラマス

Ｌ－１５

ＭＥＭ

ＭＥＭ

ＭＥＭ

ＭＥＭ

Ｌ－ｌ５

ＭＥＭ

ＭＥＭ

ＭＥＭｈ

ＭＥＭｈ

ＭＥＭ

Ｌ－１５

Ｌ－１５

Ｌ－１５

ＭＥＭ

Ｌ－ｌ５

Ｌ－１５

ＭＥＭ

ＭＥＭ

Ｌ－１５

ＭＥＭ

Ｌ－１５

Ｌ－ｌ５

Ｌ－１５

ＭＥＭ

ＭＥＭ

ＭＥＭｈ

ＭＥＭ

ＭＥＭ

ＭＥＭ

ＭＥＭ

ＭＥＭ

ＭＥＭ

Ｌ－１５

ＭＥＭ

ＭＥＭ

ＭＥＭ

ＭＥＭ

Ｌ－１５

ＭＥＭ

２０°Ｃ

２０°Ｃ

20°Ｃ

３０°Ｃ

３０cｃ

３０°Ｃ

２０oC

20eC

３０°Ｃ

30°Ｃ

30℃

３０℃

30°Ｃ

２５℃

20゜C

20oC

25cC

20pC

２５°Ｃ

25゜C

20cC

２５.C

20・C

20oC

20oC

20oC

20°Ｃ

20℃

20°Ｃ

25°Ｃ

20°Ｃ

20°Ｃ

20℃

20゜C

25cC

20cC

20oC

20oC

20°Ｃ

20℃

IP,IHOHR,PECS

IBIH,Ｃｓ,0Ｍ,HS

IRIH,HR,SV,0Ｍ,HS

IBIH,HR,CS

IBIH,HR,SV,EA,EX,PF

SV,EX,PECC

IPjlH,SV,EA,EX,ｃｃ,CSDOMHS

IBIH,SVDCS,0Ｍ,HS

IP,ＩＨ,ＨＲ,ＥＡ,ＥＸ,ＰＥＣＣ,ＣＳ

ＩP,IH,HR,SV,EA,EX,PECS

IBIH,HR,SV,EADEX,PFDCS

IH,HRSV,EA,EX,PF

IBIH,HRjSV,EA,EX,PF

未検討

IBIH,PＦ

ＩＨ,ＨＲ

ＩP,IH,HRjSV,EA,EX,PECC,CS

IP,IH,EX,PF,Ｃｓ,OMHS

IRSV,EA,EX,PECC

IP,IHDHR,SV,EAjEX,PECC,ＣＳ
ＩＨ,OMDHS

IRIHjSV,EA,EX,PF,CC,Ｃｓ
未検討

未検討

IRIH,HR,SV,EA,EX,PF,Ｃｓ,0Ｍ,HS

IP,IH,HRSVjEA,EX,PF,Ｃｓ,0Ｍ,HS
IRIH,HR,EA,EX,PF,Ｃｓ,0Ｍ,HS
IEIH,HR,EAjPF,0Ｍ,HS

IPjIH,HR,EADPF,Ｃｓ,OMHS
IPDIH,HRPF

IP,IH,HR,EA,EX,SV,PECC,Ｃｓ,0Ｍ,HS
IPpIH,HR,SV,EA,EXnPECS
IBIH,HRjOMHS

未検討

IRIHjHR,SV,EADEX,PF

IP,IH,HR,SV,EA,EX,PECSDOM,HS
IHjHR,ＳＶ,ＥＡ,ＥＸ,ＰＦ

ＩＰ,ＩＨ,ＨＲ

ＩＥＩＨ,HR

IBIH,HR,EA,EX,PF,Cｓ

８
８
８
８
８
８
Ｊ
８
Ｊ
ｊ
Ｊ
８
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ

８
８

８
Ｊ
Ｊ
８

Ｊ
ｙ

８
８
８
６
６
６
３
３
３
Ｌ
ａ
ｃ
ｑ
ｃ
Ｃ
８
ｃ
ａ
ｃ
ｃ
８
ｃ
ｃ
ｃ
８
８
ａ
ｑ
８
８
５
８
８
ｃ
ｃ
ｑ
８
８
ｃ
４

Ｊ

a）Ｌ-15：１０％ＦＢＳ添加Leibovitz，ＭＥＭ：10％ＦＢＳ添加MinimumEssentialMedium(Tris綬繊液もしくは炭酸緩駈液)，
ＭＥＭｈ：１０％ＦＢＳ添加MinimumEssentiaIMcdium（Hepes緩衝液)。

b）IP8Infectiouspancreaticnecrosisvirus（IＰＮＶ)，ＩＨ：Infectioushematopoieticnecrosiｓｖｉｒｕｓ（ＩＨＮＶ)，ＨＲ：Hirame
rhabdovirus（ＨＲＶ)，ＳＶ：Springviremiaofcarpvirus（SVCV)，ＥＡ：EelvirusfromAmerica（ＥＶＡ)，ＥＸ：Eelvirus
IromEuropeX（EVEX)，ＰＦ：Pikefryrhabdovirus（PFRV)，Ｃｓ：Ｃｈｕｍｓａｌｍｏｎｖｉｒｕｓ（CSV)，ｃｃ：Channe1catIis11
virus（CCV)ＤＯＭ：OPDcolｿﾞｶj）打eAz4s沈口so〃virus（OMV)，ＨＳ：Hbmesui7rlssqZ7"o"is・文献７を参照。
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